
島根県出雲県土整備事務所都市整備課

宇迦橋の歴史

14

令和７年１２月撮影

■施工年度：令和元年度〜令和７年度
■事業箇所：出雲市大社町修理免

〜出雲市大社町杵築南
■橋長 ：68ｍ
■事業費 ：約19億円
■道路規格：道路規格４種４級

設計速度30km/h
■道路幅員：車道6.0ｍ＝3.0m×２車線

歩道3.0ｍ×２
■上部工 ：2径間連続PC中空床版橋
■橋台 ：重力式橋台（鋼管杭基礎）
■橋脚 ：壁式橋脚（直接基礎）

事業概要（宇迦橋）

宇迦橋側面図、平面図

橋 長 68000（CL上）

橋 長 68000（CL上）

～宇迦橋開通～

令和 元年１２月：架け替え工事着手
令和 ３年 ３月：迂回路交通切替
令和 ３年 ４月：旧橋撤去工事着手
令和 ４年 １月：下部工着手
令和 ６年 ３月：上部工着手
令和 ７年 ４月：橋梁付属物工着手
令和 ７年１２月：架け替え工事完成

宇迦橋架け替え工事沿革



平成29年3月から平成30年7月にかけて、ワークショップを５回開催（延べ参加者数：３７１
名）しました。神門通り線（２工区）の道づくりや周辺のまちづくり等について意見が交わされ、
架け替えを計画している宇迦橋とその周辺のデザインが決定しました。高欄デザイン

ワークショップ

●第１回道づくりについて考える［平成29年3月6日（月）開催］
神門通り線２工区の事業の概要を確認し、安全で景観にも配慮した新しい道路のあり方について考えた

●第２回宇迦橋の景観について考える（デザインコンセプト）［平成29年5月24日（水）開催］
宇迦橋やその周辺の歴史、景観の特性について学び、景観検討に向けたコンセプト（基本方針）について考えた

●第３回宇迦橋の景観について考える（デザイン案の提示）［平成29年7月27日（木）開催］
複数のデザイン案をもとに、宇迦橋やその周辺にふさわしい具体的な景観デザインについて考えた

●第４回宇迦橋の景観について考える（最終デザイン）［平成29年11月8日（水）開催］
これまでのワークショップでの議論の内容を振り返り、宇迦橋やその周辺の最終デザインについて考えた

●第５回まちづくりについて考える［平成30年7月20日（金）開催］
これからの宇迦橋周辺のまちづくりや、工事期間中のＰＲ方法などについて考えた

宇迦橋高欄デザインの特徴①

宇迦橋高欄デザインの特徴②

宇迦橋石畳舗装デザインの特徴
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〇１工区と同じ石畳舗装を採用しました
〇車道はグレー２種類の御影石で、歩道
は小さいピースでグレー２種類と黒い御
影石が散らばったような舗装です
〇車のドライバーに注意を促すため、歩
道の舗装パターンを車道側ににじみ出さ
せています
〇縁石の側面は荒い仕上げにし、夜間に
も車道側から見えやすくしています

歴史を踏まえた神門通り線２工区の位置づけと考え方


